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こう仮定 した上で, Reductiveperturbation の方法によりWが従 うべき方程式を求め
てみると, r｡,t｡,O を適当に選ぶことにより
aTW-i(±1+iC｡)+(1+iCl)AR2-(1+iC2)lwl2Iw (141
が得られる｡ 但 し式中の±は posトcrtical又は sub-criticalに対応 している｡Case
偶ではCo-Cl-C2-0であるo (14)式 をもとにして posトcriticalpatlernに関し
ていろいろ調べることができるが紙数の関係上省略する｡
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した｡今臨界核の半径 R*がゆらぎの相関距離 打こ比 して十分長ければnucleationrate
王は
Ⅰ - y(2打1)-y2Hexpト A¢)
となる｡ここでYは体積に比例する因子(3),吊 まd,opletの自由エネルギ¢(k)をR*の
近 くで0(k)-め(R*)-÷ l(R-R*)2とかいた時の係数,K≡ 20L/(Aa)2(R*)3



























で具体的な結果を得ようとするとジ ほとんどの場合 e≡ 4-d(d)次元 )に関する展
開のように摂動を用いることになる｡ここでの研究の目的は,このような摂動展開をし
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